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1．はじめに 
	 近年，効率的な購買促進への利用などで，人

間関係推定の研究が盛んに行われている．例え

ば，イベント会場に来場した集団内で，最も影

響力の強いリーダーを推定する研究が行われて

いる[1]．この研究では，指差し動作と歩行軌跡
を建物内に設置したカメラを用いて検出する．

指差し動作指示を受けた人の歩行に与える影響

度から，集団内で最も影響力の強い人間の推定

を行なっている．上記で述べた関連研究の問題

点として，カメラを用いて人間関係の推定を行

なっているため環境に依存してしまうことが挙

げられる．そこで本研究では，普段から身につ

けることができ，環境に依存しないウェアラブ

ルデバイスを用いる．また人間関係を推定する

際，関連研究のように人間の行動や仕草から推

定を行う研究が多い．そのため本研究でも同様

に，人間の行動や仕草に着目して人間関係の推

定を行う．また，私たちは日常生活において，

目上の人と会話する時，友達や後輩との会話に

比べて緊張することが多い．人間の瞬目は，緊

張状態の時，瞬目頻度が上昇することが明らか

になっている[2]．上記で述べたことを踏まえて，
会話中の瞬目から会話相手が目上の人間である

のかといった上下関係を推定することができる

と考えた． 
2．JINS MEME 
	 前章で述べたように，本研究では会話中の瞬

目を検出する必要があるためメガネ型ウェアラ

ブルデバイス JINS MEME を用いる．JINS 
MEME には 3 点式眼電位センサが搭載されてお
り，瞬目時の眼周辺の電位の変化から瞬目の検

出，瞬目速度，瞬目強度，視線移動を検出する

ことが可能である[3]．また加速度センサとジャ
イロセンサも搭載しており，装着者の姿勢を検

出することもできる．また今回使用する JINS  
MEMEのサンプリング周波数は 20Hzである．	
	

	

 
	

3．目的 
	 本研究では，被験者に 1対 1で会話をさせ，片
方の人間に JINS MEME を装着させ，会話中の
瞬目データを取得する．会話相手との人間関係

と瞬目の関連を瞬目の生起確率から調査するこ

とを本研究の目的とする． 
4．実装 
	 JINS MEME で検出したデータは Bluetooth 
Low Energy通信によって，スマートフォンアプ
リケーションに送信される．本研究では，取得

したデータを CSV ファイル形式で保存するため，
iOS，Android 向けに公開されている SDK を用
いて，サンプリング周波数 20Hzで瞬目判定を行
うロガーアプリを開発した．開発を行う際に使

用した開発環境を表 4-1に 示す． 
表	4-1	 開発環境	

開発環境 Xcode 8.2.0 
開発言語 Swift 3.0 
開発端末 iPhone6 
端末 OS iOS 10.1 

5．実験 
	 本実験では JINS MEME を用いて，被験者 4
人の瞬目データの取得を行い，取得した瞬目デ

ータから瞬目の生起確率を導出した．本実験で

は，会話以外における瞬目の生起確率と比較し

ながら，会話相手との人間関係によって瞬目の

生起確率に特徴が見られるかの検証を行なった．	

5.1．リラックス，集中時における瞬目データ
の取得 

	 1 つ目の実験では，リラックス，集中時におけ
る瞬目データの取得を行なった．リラックス状

態の瞬目の測定を行うため，被験者には 3分間楽
な姿勢で椅子に座らせ，その時の瞬目を測定し

た．また集中状態の瞬目の測定を行うため，被

験者には 3分間 100マス計算を解かせ，その時の
瞬目を測定した．取得した瞬目データから，瞬

目の生起確率を導出した結果，4 人の被験者のデ
ータに特に差が見られなかった．一例として図

5-1-1 に被験者 C のリラックス，図 5-1-2 に被験
者 C の集中時における瞬目の生起確率[%]を示す． 
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	 図より，被験者のリラックス，集中時におけ

る瞬目の生起確率はまばらに分布することが分

かった．	

5.2．会話中における瞬目データの取得 
	 2 つ目の実験では，会話中における瞬目データ
の取得を行なった．会話相手は，研究室内の教

員と先輩，同級生それぞれ 2人ずつと計 6人とし
た．被験者と会話相手には椅子に座らせ，向き

合った状態で 3分間会話をさせた．また会話する
内容によって瞬目に与える影響が変わる可能性

があるため，会話テーマは研究または進路に固

定した．同様に外的要因によって瞬目に影響を

出さないために，会話する際に使用する部屋は

固定し，気温も約 18~23℃に設定した．取得した
瞬目データから，瞬目の生起確率を導出した結

果の一部を図 5-2-1，図 5-2-2に示す． 

	 	

	 図から被験者Cは目上である教員との会話時に
おける瞬目の生起確率が，研究室内で上下関係

が同等である同級生との会話時における瞬目の

生起確率と比較して0~2[s]の間に集中しているこ
とが分かった．しかし，被験者Cについては会話
相手によって瞬目の生起確率に特徴が出たが，

他の被験者は会話相手によって瞬目の生起確率

に特に特徴が出なかった．図 5-2-3，図 5-3-4 に
会話相手によって瞬目の生起確率に特徴が見ら

れなかった一例を示す． 

	 	

	 図から被験者 D において，会話相手が教員と
同級生で，会話中の瞬目の生起確率に特に違い

が見られなかった． 
6．おわりに 
	 どの被験者も共通で，リラックス，集中時に

比べて会話中における瞬目の生起確率は0~5秒以
内に発生する確率が高くなっていることが確認

でき，リラックスや集中時に比べて人間は他人

との会話において緊張することが瞬目から分か

った．被験者Cにおいて，目上の教員と会話した
時の瞬目の生起確率が同級生と会話した時の瞬

目の生起確率と比較して，0~2秒以内に瞬目が発
生する確率が高くなっており，これは 1章で述べ
た目上の人と会話する時，上下関係が同等であ

る人との会話に比べて緊張する度合いが高くな

り，その心理状態が瞬目頻度を上昇させている

と考えられる．しかし，他の被験者の場合は顕

著に特徴が出ていることは確認できなかった．

また会話中，人間が緊張する要因はいくつもあ

り，今後の実験では会話相手との親密度など考

慮する項目を増やして，実験を行い検証する．

またデータ数も被験者 4人に対して，会話相手 6
人と少ないためデータ数を増やす必要もある．	
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図 5-1-1	 被験者 Cの
リラックス時における

瞬目の生起確率[%]	

図 5-1-2	 被験者 Cの
集中時における瞬目の

生起確率[%]	

図 5-2-1	 被験者 Cの
教員との会話時におけ

る瞬目の生起確率[%]	

図 5-2-2	 被験者 Cの
同級生との会話時にお

ける瞬目の生起確率
[%]	

図 5-2-3	 被験者 Dの
教員との会話時におけ

る瞬目の生起確率[%]	

図 5-2-4	 被験者 Dの
同級生との会話時にお

ける瞬目の生起確率

[%]	
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